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第 3章では、第 2章で明らかにしたレボフロキサシン濃度を基準として、急性的に 3種類（4 mg/L、16 mg/L、




第 4 章では、慢性的な影響と曝露濃度変動の影響を解析している。SBR への曝露を停止すると、全ての曝
露系において廃水処理能が回復した。その後、第 3章での曝露濃度とは異なる濃度（4 mg/Lと 128 mg/L）を




第 5章では、第 3章および第 4章に示された現象の理解のために、レボフロキサシン曝露により変動する微
生物群集の解析を行っている。この結果、窒素処理能においては、亜硝酸酸化細菌がアンモニア酸化細菌よ


















平成 30年 7月 20日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査および最終試
験を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員全
員によって合格と判断された。 
よって、著者は博士（環境学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
